
事 前 評 価 書 

１ 事業名 

 漁港整備交付金事業 

地区名・路線名等 

 形原漁港 

２ 事業概要 

 (1) 位置    ： 蒲郡市形原町 

 (2) 規模・内容 ： 胸壁、陸閘の新設 

 (3) 事業期間  ： 平成２３年度～２６年度 

 (4) 事業費   ： １５０百万円 

３ 必要性 

当該漁港の海岸保全施設は、伊勢湾の災害対策の計画において、利用状況や被災

状況を勘案し、計画堤防高 DL+5.1m で整備されている。その際、本事業箇所は、漁

港機能の中心であったため、海岸保全施設は整備されなかった。 

その後、漁港機能の中心が新港へ移動したため、本事業箇所に、胸壁及び陸閘の

整備を行い、一連の海岸保全施設を完成し、浸水被害に対する安全性の確保を図る。

 

 

４ 事業効果 

(1) 評価期間 ： ５０年 

(2) 基準年度 ： 平成２２年度 

(3) 基準年における総費用（Ｃ） ：  １３４百万円 

(4) 基準年における総便益（Ｂ） ：２，０７５百万円 

(5) 便益の内訳 ： 浸水防護便益 １１３百万円／年 

(6) 費用対効果（Ｂ／Ｃ） ：   １４．１１ 

 

 

様式２ 



５ 事業をめぐる社会情勢の変化 

平成 21 年 10 月の台風 18 号において、三谷漁港、形原漁港等、三河湾奥部の漁港

において、高潮が海岸保全施設前面の漁港施設用地（堤外地）を越流したが、背後

の胸壁で高潮を防護したため、堤内地の浸水被害を免れた。 

これらの施設は、昭和 34 年の伊勢湾台風を契機に整備された施設が多いが、漁港

利用等の関係から、局所的に胸壁等が整備されていない箇所や高さが不足している

箇所がある。また、整備後 50 年近く経過しており、施設の老朽化等による防護機能

の低下が課題になっている。 

このため、これらの必要性・緊急性の高い箇所の整備が求められている。 

６ その他特記事項 

特になし 

 


